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降り続く雨に木々の緑も色を深め、南国からはすでに海開きの話題が届きました。  

当教室といえば、やっと看板が設置されなんとか教室らしくなってきたところです。 

 

 

 

新教室に移転が完了し、ネイティブ＆日本人講師 2 名体制になったこともあり、カリキュラムの見直し

を行なってきましたが、今後の方針が決定しましたのでお知らせ致します。 

まず、ネイティブ講師が常駐となりましたので今までより一層会話面での取り組みを強化していきます。

小学生のクラスは 7 月からレベル別に課題を決めチャンツと単語の小テストを行ないます。これまでも

チャンツと単語のテストは行なってきましたが、合格するまで同じところを何回もテストしていたため

生徒によってやっているところにバラつきがでてしまいました。この点を改善し、子どもたちのモチベ

ーションを高め、より真剣に課題に真剣に取り組む姿勢を作るよう、月末に「追試（再テスト）」の日

を設けます。合格できなかった課題はこの日にまとめて再テストをしますので宜しくお願いいたします。 

 

幼児幼児幼児幼児～～～～小学生小学生小学生小学生のクラスのクラスのクラスのクラスのののの目標目標目標目標 

MATメソッド（M=Model, A=Action, T=Talk、講師がモデルを示し、生徒がそれをまねてアクションし

ながら英語を話す指導法のこと。右脳と左脳を同時に使うので学習したことの定着がよくなります）を

導入して、以下の目標に指導します。 

①正しい英語の発音、イントネーション、リズムを身につける 

②英語の指示を聞き取り、すばやく反応できる 

③子ども同士、英語で質問したり答えたりすることができる 

④アルファベットや単語、短い文に親しむ 

 中学生以上中学生以上中学生以上中学生以上 

ネイティブ講師が常駐していますので、今まで以上にリスニングや会話面のレッスンを充実させていき

ます。同時にフォニックスと単語も強化していきます。文法はレッスン内に解説を行い、練習問題を家

でやってきてもらう形をとりたいと思います。チャンツも引き続き行っていきたいと思います。

7 月からの新カリキュラムについて 

July （7月） 

グレゴリオ暦で 7番目の月。英語での月名、Julyは、ユリウス暦を創った

共和政ローマ末期の政治家、ユリウス・カエサル（ジュリアス･シーザー）

にちなむ。カエサルは紀元前 45年にユリウス暦を採用するのと同時に、7

月の名称を自分の家門名に変更した。 

左：「７月の図－ベリー公のいとも豪華なる時祷書（The Tres Riches 

Heures du Duc de Berry）」より シャンティイ、コンデ美術館蔵 



今月今月今月今月のコラムのコラムのコラムのコラム 

 

英語を話せるようになるためには最低 2,000 時間必要?!・・・実はもっと必要なのです 

 

日本では英語を話せるようになるためには最低でも 2,000 時間は必要といわれていますが、世界各国で

行われている「イマージョン・プログラム（学校教育の中で母国語以外の他言語を学習するバイリンガ

ル教育）」では 1つの言語を履修するのに最低でも 5,000時間は必要としています。 

 

カナダでは英語とフランス語のイマージョン・プログラムがすでに 40年近く実践されていますが、オ

タワなど大都市部のイマージョン・プログラムでは 5,000 時間では十分ではない、ということで 7,000

時間をかけてこのプログラムを行っています。 

 

英語とフランス語といった似通った言語でさえ、これだけの時間をかけて学習しているのですから、語

源も文法も異なる日本人が英語学習の最低履修時間としている 2,000時間がいかに少なく十分でない

かがわかります。 

 

日本の現在の公立校の英語教育の場合、文部科学省の統計によると全国平均で、小学校で 18時間（小 5、

小 6の 2 年間）、中学校で 266.7時間、高等学校で 361.7時間、合計 646.4 時間を英語教育にあててい

ます。カナダの最低ラインの 5,000時間には到底およびません。 

 

小学校 1年生から 6年生まで週１時間、中学校で週 3時間、高等学校で週 5 時間学習したとしても、高

校卒業までの累積学習時間は 1,050時間にしかならず、5,000時間どころか 2,000 時間にも遠く及びま

せん（年間 35週で計算）。これを補うため、週 1回 1時間英語教室に小学校 1年生から高校 3年生まで

通ったとしても加算される英語学習時間は 576 時間（1時間×4 回/月×12ヶ月×12 年間）で、先ほど

の学校教育の英語学習時間 1,050 時間と合算しても、たったの 1,626時間にしかなりません。 

 

英語が話せない理由として、「文法ばかりやっていたから」、「ネイティブと話したことがなかったから」

という理由がよくあがりますが、それ以前に学習時間自体が少なかったから、と言うのが正しい理由と

言えるでしょう。私たちの言語、国語（日本語）で考えてみてください。日常生活で常に耳にしている

日本語ですら、学校であれだけの時間を費やして勉強をしているのですから、英語を身につけるために

はそれ以上の努力が必要、ということです。 

 

今の学校教育の英語だけでは例え小学生から英語を始めても履修時間数があまりにも少ないので英語

を自由に使いこなすレベルになるのは難しいでしょうし、たとえ英語教室に行っていても家庭学習無し

では結局英語がよくできないままで終わるでしょう。 

 

以上の理由から、当塾では家庭学習（宿題）を毎回出しています。週 1時間の塾の勉強だけでは英語は

なかなか上達しません。いろいろお忙しいかと思いますが宜しくご協力をお願いいたします。（Satoe）



 

 

小学校低学年小学校低学年小学校低学年小学校低学年（（（（1、、、、2 年生年生年生年生）））） 

1 週目 ① アルファベット大文字・小文字を書ける ②1～100 までの数を数えられる 

2 週目 ① 月と曜日を言える ②Mother Goose Jazz Chants p2 “Mary had a little lamb” 暗記 

 ② Mother Goose Jazz Chants p30 “Twinkle, twinkle, little star”歌う 

3 週目 ① Mother Goose Jazz Chants p8 “Fuzzy Wuzzy was a bear” 暗記 

 ② Mother Goose Jazz Chants p32 “Here we go ‘round the mulberry bush”暗記 

4 週目 ① Mother Goose Jazz Chants p10 “Hickory, dickory, dock”暗記 

 ② Mother Goose Jazz Chants p34 “London Bridge is falling down”暗記 

 

小学校中学年小学校中学年小学校中学年小学校中学年（（（（3、、、、4 年生年生年生年生）））） 

1 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic2 “My family” 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p2 “Mary had a little lamb”、p3 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p30 “Twinkle, twinkle, little star”、p31歌う 

2 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic3 “Different faces” 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p4 “Jack be nimble” 、p5 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p32 “Here we go ‘round the mulberry bush”、p33歌う 

3 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic4 “Big world!” 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p6 “There was an old woman who lived in a shoe” 暗記、 

    p7 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p34 “London Bridge is falling down”、p35歌う 

4 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic5 “Where do you live?” 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p8 “Fuzzy Wuzzy was a bear”、p9 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p36 “Rock-a –bye, baby, on the treetop”、p37歌う 

 

小学校小学校小学校小学校高高高高学年学年学年学年（（（（5、、、、6 年生年生年生年生）））） 

1 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic2、3 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p2 “Mary had a little lamb”、p3 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p30 “Twinkle, twinkle, little star”、p31歌う 

2 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic4、5 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p4 “Jack be nimble” 、p5 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p32 “Here we go ‘round the mulberry bush”、p33歌う 

3 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic6、7 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p6 “There was an old woman who lived in a shoe” 暗記、 

    p7 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p34 “London Bridge is falling down”、p35歌う 

4 週目 ① Oxford Picture Dictionary Topic8、9 単語のスペル、読み、意味 

 ② Mother Goose Jazz Chants p8 “Fuzzy Wuzzy was a bear”、p9 ヴァリエーション暗記 

 ③ Mother Goose Jazz Chants p36 “Rock-a –bye, baby, on the treetop”、p37歌う 

７月の単語とチャンツの課題（小学生） 


